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」avaプログラミング I

7回目 switch文 と論理演算子

十 今日の講義で学ぶ内容 11
・ switch文

・論理演算子

・ 条件演算子

:| |■  |1 条件判断文 3 switCh文   | |  ■
‐

switch文  式が caseのラベルと一致する場所から直後の break3まで処理します
どれにも一致しない場合、default:か ら直後の break;ま で処理します

式は byte,short,int,char型 (文字または整数)を演算結果とします

ラベルには整数リテラル、文字リテラルを指定します

参 ラベルは重複しないように注意しましょう

ラベルが重複する場合は「caseラベルが重複しています。」のコンパイルエラーになります

にD判efault:は指定しないか、または1つ指定するかであり複数指定することはできません

default:を省略するとどのラベルとも―致しない場合、何もせず switch文を抜けます

増 SWitCh文の式にはこの他列挙型やラッパクラス、またラ
ベルには定数などの定数式を書

くことができより柔軟なプログラムが可能です。」avaプログラミングⅡで解説します。

彩

switch(琶ヨ)

caseラベル■ :□

breakJ

caseラベル 2:□

break3

ｔｌｕａ

・

・

・

　

ｆ

ｅｄ

セミコロンです
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break tt  switchブ ロック内の実行中の処理を強制的に終了し、プロックから抜けます

sw■tch(i)

{

break3

}

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sampleフ_1.java

//入力値の判定
import java。 lo.

class Sampleア_ ヤイ

public static void main(String[]args) throws IOException

//キーボード入力の準備
BufferedReader br3

br = new BufferedReader(new lnputstreamReader(Systemoin))」

//キーボード入力
System.out.println(‖ 整数を入力して<ださい。‖)3
int i」

i=Integer.parselnt(br.readLine())j― セミ3フトメ
switch(1)//変 数 iにより処理を分岐

の

発

は

―
」Dン ∫

case l://iが 1のとき、

1詳重謬
・°ut.println(・ ■が入力そされまし″アこ。

case 2://iが 2のとき、

〔詳重冦

Ю戯押蔵瞳hc2が入力され哉した。

default://iが ■でも 2でもないとき、
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実行画面■

整数を入力してください。

1の
1が入力されました。

実行画面 2

整数を入力してください。

2の

2が入力されました。

実行画面 3

整数を入力してください。

3の

■か 2を入力して<ださい。

ソースコード例

ソースファイル名 :Sample7_2.java

//入力文字の判定
class Sample7_

{

public static void main(String[]args)

{ char            ),1)く

? switCh(C)//変 数cにより処理を分   、          .

「

       ′

|‖
aです")3

system.out.println(‖ aでも bでもありません
‖
)3

break3
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士葛堅醸喫

実行画面

bです

釉
SWitCh文で break3を省略 したらどうなる P

・ 続けて次のラベルからの処理を行います
。以降、最初に出会う break」 まで来たら switchブロックを抜けます
0すべての breakjを書かない場合 switchブロックの最後まで来るとブロックを抜けます

Sampleフ_■ .javaの break」 をすべて取り除いた場合の実行画面です

実行画面■

整数を入力してください。
1   1ご三み
1が入力されました。
2が入力されました。
1か 2を入力して<ださい。

実行画面 2

整数を入力してください。

2   嘔ご三み
2が入力されました。
1か 2を入力して<ださい。

実行画面 3

整数を入力して<ださい。
3   嘔∠三み
1か 2を入力してください。
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論理演算子 !,銀,H

オペランドの数

:は単項演算子です
aaと ||は 2項演算子です

論理演算子とその意味

ここで、変数 aと bを boolean型 とします

論理演算子

オペランド間の論理的な関係
0～ではない
・かつ

・または

を評価して真(true)ま たは偽(false)を判断します

オペランドは boolean型です

演算結果は boolean型です

論理否定

「～ではない」

論理積

「かつ」

論理和

「または」

true   true

true   false

false  true

false  false

蜃≫巧001ean型の変数には論理値リテラルの

trueと falseを代入できます

a                  :a

true

false

false

&& a       b a tt b

true

false

false

false

→ false

a  b  a li b
true   true   true

true   fa■ se  true

false  true   true

false  false  false

，
↓

関係演算子と一緒に

関係演算子の演算結果は

boolean型です

論理演算子のオペランドに

関係演算子を用いた式を書

くことが多いです

… 5/■0
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample7_3.java

//論理演算子の真理値表
class Sampleフ_
{

public static void main(String[]args)

{

system.out.println(‖ Itrue =

System.out.println(‖ !false =

System.out.println(‖ true &&

system.out.println(‖ true &&

system.outoprintln(‖ false &&

System.out.println(‖ false &&

‖+(:true))j

“ + (!false))3

true = ::+ (true && true))」

false = ‖+ (true && false))j

true = ::+ (falSe && true))3

false = 11+ (false && false))」

true = ‖+ (true ll true))3

false = ::+ (true ll false))」

true = :l+ (falSe ll true))5

false = :1+ (false ll falSe))」

Systemooutoprintln(‖ true l

system.out.println(‖ true l

system.outoprintln(‖ false ll

System.out.println(1lfalse ll

実行画面

!true =

!false =

true &&

true &&

false &&

false &&

false

true

true = true

false = false

true = false

false = false

true = true

false = true

true = true

false = false

true l

true l

false ll

false ll
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「 陰J―匡∠―ハ

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample7_4.java

あなたは男性ですか P

Yか Nを入力して<ださい。
y  優4フ
あなたは男性ですね。

こifIIl二::]3片
理

class Sample7_4

{

public static vOid main(string[]args

{

throws loException

//キーボー ド入力の準備
BufferedReader br」

br = new BufferedReader(new InputstreamReader(systemoin))」

system.out.println(‖ あなたは男性ですかP¥nYか Nを入力してください。
‖
)3

〃キーボードから1文字を入力    多り` プιめレス(磁う)
山 計 c=肝

∫ 聞 lЩ し

CharAくの 3 _cち
ハ が 車 で 動 ぼ

颯
l黒 :正譜鼻累轟

IP羞

道IL宴鰍贅)3効 )aニ
else                                                       ~

{

if(C==:N: |lc==in:)//Nま たはnとき、
system.ouγ println(“ あなたは女性ですね。

‖
)」

else

System.out.println(‖ Yか Nを入力して<ださい。‖)」

1文字入力と他のキーボード入力

纂

char C =く Lr.readLine()。 CharAt(0)3

le.parseDouble(br.readLine

実行画面
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貶を
if文の条件内の論理演算子 ||を switch文でわかりやす<表現してみましょう

ソースフアイル名 :Ext7_1.java

//大文字・小文字の処理 2
import javaoio.*j

class Ext7 ■

{

public static void main(String[]args)thrOws IOException

{

//キーボード入力の準備
BufferedReader brメ

br 〓 new BufferedReader(new lnputstreamReader(Systemoin))3

system.out.println(‖ あなたは男性ですか P¥nYか Nを入力してください。“)j

//キーボードから 1文字を入力

ノ
aてい調LineKl油M0

たIフリ∩亀オ lγ

ー
まyのとき、
此ln("あなたは男性ですね。

‖

まnとき、
ltln("あなたは女性ですね。

‖

system.out.println(‖ Yか Nを入力して<ださい。
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条件演算子

条件演算子  P: 条件が
・trueの とき 式 ■
O falseの とき 式 2

を処理します

条件は boolean型で、関係演算子で表現される式などを記述します

例えば、aく b、 al=5な ど

演算結果は条件が

・trueの とき 式 ■の値
O falseの とき 式 2の値
です

演算結果の型は式 1と式 2の演算結果の型のうちランクの高い型です

じ 最終的に演算結果となる値は式
■と式 2のどちらかです

たとえば、条件演算子の演算結果を別の変数に代入する場合にどちら

でも対応できるようにランクの高い型になるようになつています

回 P□ :□

コード例 la==2'■0:20j
コード例 l a)=o,■ :■ .53

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sampleフ _5.」 ava

//偶数・奇数の判定
class Sampleフ_
{

public static void main(String[]args)

{

int i = 35

‖
奇数
‖
)j

@
system.out.println(‖ 与えられた整数は

‖
+str+“です。

‖
)」

//偶数・奇数の判断
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実行画面

与えられた整数は奇数です。

慇 条件演算
子と if文の違いは

'

if文     制御構造の■つ

条件演算子  演算子の 1つ

→ 演算結果をもちません

→ 演算結果をもちますので、式の一部に利用できます

たとえば、

int a=■ 3

int b = (a==■  ? ■0 : 20)+ 5J

とすると、変数 bには■5が代入されます

また、次の条件演算子のコードは

if～else文を用いて

ms=団 ?□ :□ 3

if(日 )
ans = □ 3

else

ans = □ J

と同じです

■ 今日の講義のまとめ ‐
O switch文 は条件判断文の 1つです。多分岐の条件判断を見通し良<記述できます。

・論理演算子は、論理否定「～ではない」、論理積「かつ」、論理和「または」を評価します。

論理演算子を用いると、if文や if～ elSe文でより高度な条件を記述できます。

・条件演算子は、3項演算子です。条件演算子を用いた式の演算結果は、与えられた条件が

真または偽によりいずれかに決まります。
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